
　人工関節置換術は関節障害を有する患者の疼痛を軽減し，QOL（quality of life）を
改善する極めて有効な手術であり，どの部位においても年々増加傾向にある。ひと昔
前，下肢の人工関節置換術後には「できるだけ大事にしてください」と杖の使用など
を勧めることが常識であった。それは当時の人工関節では経年的に摩耗や緩みが出現
し，術後 10 年を超えると再置換する割合が増えたことを背景としている。しかしな
がら，材料，デザイン，手術手技を含むインプラント技術の進歩により，人工関節置
換術の術後成績は飛躍的に向上した。加えて，手術時年齢の若年化，ライフスタイル
の変化などに伴い，人工関節置換術後のスポーツや運動に関する関心が高まってきて
いる。中にはスポーツ復帰を目的に手術を希望する方も決して稀ではない。スポー
ツ・運動は，筋力増強，敏捷性やバランスの向上などの身体機能を改善し，心理面で
も良い影響をもたらすことが期待される。一方，問題点としては脱臼，破損，摩耗，
インプラントの緩みなどが危惧されるが，スポーツ・運動の種類や頻度がインプラン
トの長期成績に及ぼす影響について論じた報告は少ない。そして術後にどの程度まで
スポーツを許可するのかは未だ議論の分かれるところである。
　今回，そのような背景をもとに，「人工関節後のスポーツ」をテーマに特集を組ませ
ていただいた。人工股関節置換術（THA），人工膝関節置換術（TKA），人工肩関節置
換術（TSA，リバース型人工肩関節含む），人工肘関節置換術（TEA）に造詣の深い先
生方に執筆をお願いし，最新の知見を解説いただいた。いずれも豊富な経験をもとに
書かれた力作である。部位によって，対象患者の病態やインプラントの耐久性は異な
るものの，目の前の患者に対する術後スポーツ・運動の説明や教育に大いに役立つ内
容ばかりである。本特集が読者の皆様にとって価値あるものとなり，明日からの日常
診療の一助になることに期待する。
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